
■あれから 10年■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 307号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：HFA 10年目のメッセージ  

 

今日は 2011年 3月 11日、忘れもしない 10年前の今日は金曜日でした。 

3/6(日)に、第１回目の世田谷ソーシャルビジネスコンテストをやり終えて、三茶の区役所でレポートを書いてい

るとき、ずしんという揺れのあとビルがゆっさゆっさと揺れました。 

その後、津波を伝えるテレビに唖然とし、友人に借りたバイクで帰宅する道では信号が消え、自宅周辺は停電で

真っ暗でした。 

土日はテレビにくぎ付けでしたが、日本の崩壊を確信した僕は月曜日から物件を探し始め、4 月からアントレハ

ウス(起業する家)を、駒沢に開設しました。 

・ 

あの日から 10年が経ちました。 

残念ながら日本は破綻せず、だらだらと時が経ちました。 

だから僕は、だらだらとアントレハウス駒沢で家賃を払い続けるのをやめ、立ち上げに関わった笑恵館に拠点を

移しました。 

家賃を払わない代わりに報酬もいただかず、自由な活動や仲間づくりなどお金では叶えられない夢を膨らませる

ことができました。 

やがて、助け合う仲間たちからの紹介で、被災地にたくさんの「みんなの家」を建設してきた建築家たちから頼

まれて、「NPO法人HOME-FOR-ALL」の事務局長を仰せつかりました。 

・ 

今日は、この建築家たちが発信する 10年目のメッセージをご紹介します。 

YouTube で配信いたしますので、どうぞご覧ください。 

https://youtu.be/4bfENQpXqDc 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

2. ブログから：個性と競争 

 

個性とは自分らしさというけれど、自分らしくない自分とは何だろう。 

もしもありのままの自分が自分らしいのであれば、個性はすでにここにあり、探し求めたり磨いたりする必要な

どないと思う。 

無いものねだりでなく、自分と違う本当の自分を知っていると言うのなら、まさに今、自分らしくない自分がそ

こにいるわけだ。 

だが、今の自分を自分らしくないと思い、本当の自分を探し求めるのなら、その無いものねだりこそが自分なの

かもしれない。 

いずれにせよ、その答えは自分にしかわからない。 

たとえすべての人から「今のあなたは、あなたらしくない」と言われても、その答えを知るのはあなた自身しか

いない。 

・ 

いきなり難解な哲学風の語り口で始めたが、今日は「地域の個性」について話したい。 

まちづくりや地域活性化の議論では、「地域社会がその個性を競い合うことで、魅力ある日本を作ろう」という。 

個性が競い合うとは、いったい何を意味するのだろう。 

競争とは、比較することで優劣を競うこと。 

例えば、100mをいかに早く走れるか、20mの助走でどれだけ遠くに飛べるかなど陸上競技が目に浮かぶ。 

ビジネスの売上競争やシェア競争、価格競争なども同様だ。 

だが、これらは距離や金額などの数値を競っているのであり、アスリートや企業の個性を競っているわけではな

い。 

地域社会が個性を競うのは、こうした競争とは違う。 

・ 

それでは存続（サバイバル）を競う競争か。 

ここでいうサバイバルとは、椅子取りゲームや勝ち抜き戦など、勝者が残るという意味ではない。 

商品が市場に承け入れられて永く生き残ること、企業が市場の変化に対応して生き残ること、さらに言えば、生

物の種が環境に適応して生き残る「生存競争」のことを指す。 

だが、この競争の結果、現在世界の頂点に立つのは人類であり、その特性を個性とは呼ばないだろう。 

地域社会においても、繁栄や衰退の歴史というよりは、存続と滅亡に関わる競争であり、個性を競うことを意味

してはいない。 

・ 

そこで、はじめの話を思い出してほしい。 

地域社会が競う個性とは、まさに地域の「らしさ」だと、僕は思う。 

僕たち自身と地域の「らしさ」には、永続という共通点がある。 

地域は地球の一部分なので、誰が占領しようと、人が何人暮らそうと、関係なく存在し続けるのでわかりやすい

永続だ。 

一方自分自身も、生まれて数年たったころから自分自身の存在に気づき、最後の死ぬときやその後のことは分か

らない、つまりはじめも終わりもよくわからないという永続だ。 

考えてみれば、地球だって遠い昔に誕生し、いつまで存続するか分からないという永続だ。 

地域と社会という２つの永続が、どうありたいか、どうなりたいかが、個性を形作るのだと僕は思う。 

・ 



そもそも勝敗とは、終わり方の比較に過ぎない。 

ゴールや締め切りを決めて比べるか、どちらかが滅びるまでやるかの違いはあるが、終わりがあることに違いは

ない。 

したがって、個性の競い合いに勝敗はない。 

永続の在り方の違いに、優劣を論じたところで意味はない。 

以前、「無形文化遺産はその価値でなく、それを守りたいと願う人がいるかどうかで決まる」と述べたが、まさに

このことだ。 

もちろん、個性だけでは生きてはいけず、市場競争に挑み、生存競争にも勝ち残らなければならない、 

だが、居場所を持たない一人では、競い続けることは難しい。 

地域（土地）と社会（仲間）を持つことが、永続という絶対に負けないやり方だ。 

個性の競争こそ、誰も負ける必要のない競争だ。 

 

http://nanoni.co.jp/20210308/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（木）03/11 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）03/12 ■〇◎なのに作業日 10-21時 

 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）03/13 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

 10-12時 ■複式簿記講座＠笑恵館（笑恵館） 

12-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）03/14 ■〇◎休業日 

（月）03/15 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（火）03/16 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

09-10時 〇いづみMTG（反町） 

（水）03/17 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

13-15時 ▲紙敷発表会（東松戸） 



 

■その後の予定 

03/18 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館）・ 

03/18 20-22時 ■笑恵館オンライン同窓会（リモート） 

03/20 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

03/21 14-16時 ■チャレンジアシストプログラム報告会（リモート） 

03/16 09-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

03/25 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 4月例会（リモート） 

04/08 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

04/08 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

04/08 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/09 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


